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先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
で
わ
が
国
の

認
知
症
の
人
の
数

が
８
百
万
人
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
を
占

め
る
。
筆
者
も
後
期
高
齢
者
で

他
人
事
で
は
な
い
▼
以
前
は
、

在
宅
訪
問
診
療
を
20
人
ほ
ど
担

当
し
、
時
間
、
場
所
、
状
況
に

関
わ
り
な
く
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
態
も
若
さ
で
乗
り
切
っ

た
が
、
今
は
無
理
で
あ
る
。
慢

性
呼
吸
障
害
、
糖
尿
病
、
が
ん

末
期
、
脳
卒
中
後
遺
症
、
老
衰

な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
認

知
症
だ
け
の
方
は
４
分
の
１
く

ら
い
。
ほ
と
ん
ど
が
彼
岸
へ
旅

立
た
れ
る
の
を
看
取
っ
た
▼
現

在
３
人
の
方
を
訪
問
し
て
い

る
。
88
歳
の
男
性
は
２
回
の
脳

梗
塞
後
、
左
半
身
の
不
全
麻
痺

が
あ
る
が
、
頭
脳
明
晰
。
囲
碁

は
５
段
、
毎
月
碁
の
雑
誌
を
取

り
寄
せ
、
読
み
終
わ
る
と
５
〜

６
級
（
自
称
）
の
私
に
く
だ
さ

る
。
80
㎏
を
超
す
巨
漢
で
、
歩

行
器
を
使
用
し
て
数
メ
ー
ト
ル

歩
く
の
が
や
っ
と
▼
そ
の
彼
が

兄
弟
の
法
事
に
東
京
へ
行
き
た

い
と
い
う
。
大
都
会
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
完
備
だ
か
ら
可
能
と

判
断
し
許
可
し
た
が
、
行
き
は

す
ま
い
と
踏
ん
で
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
Ｊ
Ｒ
や
公
共
交
通
機
関

の
職
員
の
助
け
を
借
り
、
車
い

す
旅
行
を
果
た
し
て
き
た
。
快

適
だ
っ
た
と
い
う
▼
次
は
、
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
で
泳

ぎ
た
い
と
言
い
出
し
、
紆
余
曲

折
の
末
、
こ
れ
も
ク
リ
ア
。
今

の
希
望
は
、
大
分
の
田
舎
へ
の

墓
参
。
地
方
都
市
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
完
全
で
は
な
い
の

で
、
果
た
し
て
ど
う
な
る
か
▼

意
欲
に
あ
ふ
れ
た
男
性
が
痴
呆

に
な
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

認
知
症
を
発
症
さ
せ
な
い
方
策

の
一
つ
は
本
人
の
意
欲
を
尊
重

す
る
こ
と
、
知
的
好
奇
心
を
刺

激
し
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
か

な
と
思
う
こ
の
頃
。 

（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
３面〈医科〉診療報酬改定による影響調査結果

８面診内研より
糖質制限食の有効性と安全性

研
面
究

参議院で武村副理事長が意見陳述

医療・介護総合法案を廃案に医療・介護総合法案を廃案に
　

池
内
春
樹
理
事
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
「
政
府
は
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
れ
ば

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
私
た
ち
が

か
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

東日本大震災　被災地訪問記

　

医
療
・
介
護
難
民
を
増
や
す
医
療
・
介
護
総
合
法
案
を
、

大
き
な
運
動
で
廃
案
に―

―

。
協
会
は
５
月
18
日
に
第
85
回

評
議
員
会
を
開
催
。
評
議
員
ら
１
０
６
人
が
参
加
し
、
２
０

１
３
年
度
会
務
報
告
と
14
年
度
方
針
案
、
予
算
案
の
総
会
へ

の
上
程
を
承
認
し
た
。「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
教
授
の
植
田
和
弘
氏
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

（
３
面
に
決
議
全
文
、
６
月
15
日
号
に
詳
報
を
掲
載
予
定
）

第85回評議員会第85回評議員会

い
の
ち
を
守
る
医
療
者
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、

憲
法
を
か
が
や
か
そ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
会
務
報
告

・
方
針
案
で
、
大
企
業
優
遇
の

一
方
、
消
費
税
増
税
、
医
療
・

社
会
保
障
の
い
っ
そ
う
の
給
付

削
減
な
ど
国
民
へ
の
負
担
増
を

つ
づ
け
る
安
倍
政
権
の
政
策
転

換
を
求
め
る
世
論
を
高
め
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
、
医

療
提
供
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
医

療
・
介
護
総
合
法
案
が
衆
議
院

で
可
決
さ
れ
た
が
、
参
議
院
で

廃
案
に
追
い
込
む
た
め
取
り
組

み
を
強
め
る
こ
と
な
ど
を
提

案
。
消
費
税
増
税
を
元
に
戻
す

こ
と
、
70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担

を
１
割
に
戻
す
こ
と
、
診
療
報

酬
の
不
合
理
を
緊
急
是
正
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採

択
し
た
。

　

質
疑
応
答
・
討
論
で
は
、
消

費
税
増
税
、
混
合
診
療
解
禁
、

医
療
・
介
護
総
合
法
案
、
診
療

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
価
格
な
ど

を
審
議
す
る
政
府
の
調
達
価
格

等
算
定
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

つ
と
め
る
植
田
氏
は
、
福
島
第

一
原
発
事
故
で
原
発
の
安
全
神

話
が
崩
壊
し
た
と
し
て
、
２
０

１
２
年
の
「
選
択
肢
に
基
づ
く

国
民
的
議
論
討
論
型
世
論
調

査
」
で
、
原
発
「
ゼ
ロ
」
を
国

民
が
選
択
し
た
こ
と
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
が
規
制
基
準
に
適
合
し

た
原
発
を
再
稼
働
す
る
と
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
基
準
の
中

身
と
し
て
「
安
全
性
」「
廃
棄

物
問
題
」「
労
働
者
被
曝
」
の

解
決
が
必
要
と
指
摘
。
こ
う
し

た
対
策
を
と
れ
ば
原
発
の
コ
ス

ト
は
限
り
な
く
高
く
な
る
と
解

説
し
、「
そ
ん
な
事
業
を
民
間

で
行
う
の
か
」
と
再
稼
働
に
疑

問
を
呈
し
た
。

　

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

し
て
は
、
風
力
、
太
陽
光
、
地

熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
形
で
す
す
め
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
権
化
が
鍵
に
な
る
と
強
調

し
た
。

２
面
解
説
記
事
で
、
保
険
診
療

に
お
け
る
指
導
・
監
査
問
題
を

報
道
し
た
も
の
。
内
容
は
、
あ

た
か
も
多
数
の
医
療
機
関
が

「
不
適
切
」
で
「
不
正
」
な
請

求
を
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

誤
解
を
招
く
も
の
で
、
協
会
は

西
山
裕
康
審
査
対
策
部
長
名

で
、
三
つ
の
疑
問
点
を
示
し

た
。

　

協
会
審
査
対
策
部
は
５
月
23

日
、
朝
日
新
聞
社
に
対
し
、
同

社
５
月
11
日
付
掲
載
の
診
療
報

酬
請
求
に
関
す
る
記
事
に
つ
い

て
、
質
問
と
面
談
要
請
を
行
っ

た
。

　

記
事
は
「
医
療
費
不
適
切
請

求
疑
い
の
８
０
０
０
機
関
」

「
厚
労
省
、
半
数
を
放
置
」
と

の
見
出
し
で
、
１
面
ト
ッ
プ
と

13年度会務報告と14年度方針を
拍手で承認した　　　　　　　

講　師　 京都大学iPS細胞研
究所（CiRA）　臨床
応用研究部門

 講師　櫻井　英俊先生

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1801まで

第第4646回総会回総会
日　　時　６月15日（日）
会　　場　チサンホテル神戸　２階あじさい
　　　　　 （JR神戸駅北へ徒歩５分、高速神戸

駅直結）
議　　事　13時30分～
記念講演　15時30分～

「iPS細胞を用いた
 筋ジストロフィーの治療研究」

原発の安全性に疑問を
呈した植田京大教授　

４面

　

第
１
は
、「
指
導
」
と
「
監

査
」
は
全
く
別
物
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
指
導
に
関
し
て

「
不
適
切
に
請
求
し
た
疑
い
」

「
過
剰
診
療
の
可
能
性
」「
疑

い
が
高
い
順
」「
見
逃
し
て
い

た
」
等
の
文
言
を
用
い
た
根

拠
。
第
２
は
、「
動
か
ぬ
監
視

役
」
と
厚
生
局
が
監
査
に
及
び

腰
だ
と
し
て
い
る
根
拠
。
第
３

は
、
医
師
の
立
ち
会
い
に
「
身

内
の
医
師
が
介
在
す
れ
ば
調
査

が
甘
く
な
る
」
と
の
記
述
に
つ

い
て
、
立
ち
会
い
制
度
に
対
す

る
見
解
で
あ
る
。

　

参
議
院
内
閣
委
員
会
で
５
月

15
日
、
健
康
・
医
療
戦
略
推
進

法
案
と
独
立
行
政
法
人
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構
法
案
に
関
す

る
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
、
協

会
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
が

参
考
人
と
し
て
陳
述
し
た
（
２

面
に
発
言
要
旨
）。
協
会
か
ら

国
会
に
参
考
人
を
派
遣
す
る
の

は
故
・
桐
島
正
義
元
理
事
長
に

続
い
て
２
人
目
。

　

両
法
案
は
、
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構
（
日
本
版
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）

の
設
立
な
ど
を
通
じ
て
、
医
学

分
野
で
の
基
礎
研
究
を
い
ち
早

く
実
用
化
し
、
日
本
の
産
業
競

争
力
を
高
め
る
と
し
て
お
り
、

安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
を
具
体

化
す
る
も
の
。

　

武
村
副
理
事
長
は
、
地
域
医

療
に
従
事
す
る
開
業
医
の
立
場

か
ら
両
法
案
の
問
題
点
に
つ
い

て
意
見
陳
述
を
し
た
後
、
各
会

派
か
ら
の
質
疑
に
応
じ
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
、
神
戸
医

療
産
業
都
市
の
問
題
点
を
示

し
、
経
済
成
長
の
た
め
に
医
療

分
野
で
先
端
的
研
究
開
発
を
推

進
す
る
と
い
う
両
法
案
の
問
題

点
を
指
摘
し
た
。

　

神
戸
中
央
市
民
病
院
が
、
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
部
門

と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め

に
、
減
床
の
上
、
移
転
さ
れ
た

結
果
、
救
急
受
け
入
れ
停
止
時

間
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
臨

の
自
費
診
療
に
優
先
的
に
振
り

向
け
ら
れ
れ
ば
、
国
民
皆
保
険

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
懸
念
を

表
明
し
た
。

　

こ
う
し
た
武
村
副
理
事
長
の

意
見
陳
述
を
受
け
、
同
じ
く
参

考
人
で
あ
る
永
井
良
三
自
治
医

科
大
学
学
長
や
濱
口
道
成
名
古

屋
大
学
総
長
も
、
医
学
の
発
展

の
目
的
は
経
済
成
長
で
は
な

く
、
患
者
の
命
と
健
康
を
守
る

点
に
あ
る
こ
と
や
、
国
立
大
学

病
院
の
目
的
は
国
民
医
療
の
向

上
で
あ
り
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

本
格
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
表
明
。

武
村
副
理
事
長
の
指
摘
し
た
問

題
点
に
つ
い
て
十
分
注
意
す
べ

き
で
あ
る
と
国
会
議
員
に
訴
え

た
。

床
研
究
中
核
病
院
で

臨
床
研
究
に
力
を
入

れ
る
あ
ま
り
に
地
域

医
療
が
立
ち
ゆ
か
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
神
戸
医
療

産
業
都
市
で
は
、
法

案
の
狙
い
と
同
様
、

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、

「
限
り
あ
る
医
療
資

源
が
外
国
人
富
裕
層

医療の目的は経済成長ではなく、国民の
健康を守ることと訴える武村副理事長　

自
然
エ
ネ
で

地
域
活
性
化
を

特別講演

「
医
療
費
不
適
切
請
求
８
０
０
０
機
関
」

「
医
療
費
不
適
切
請
求
８
０
０
０
機
関
」

朝
日
新
聞
記
事
に

朝
日
新
聞
記
事
に

  

質
問
と
面
談
要
請

質
問
と
面
談
要
請

神戸医療産業都市から
 日本版NIHの危険性語る

兵庫県保険医協会

報
酬
改
定
の
問

題
点
や
署
名
の

重
要
性
、
原
発

問
題
、
多
様
な

支
部
活
動
の
報

告
な
ど
、
17
人

か
ら
発
言
が
あ

っ
た
。

懇 親 会　 17時～　３階六甲（参加費不要）
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参議院内閣委

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

神
野　
　

泰
先
生

姫
路
市　

整
・
放
・
リ
ハ
科

５
月
９
日　

享
年
90
歳

５
月
９
日　

享
年
73
歳

石
橋　

珠
枝
先
生

伊
丹
市　

眼
科

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
阪
急

武
庫
之
荘
駅
前

◇
週
２
日
以
上
勤
務
可
能

な
方
、
委
細
面
談
の
上

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
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科

４
月
18
日　

享
年
64
歳

　

５
月
15
日
、

安
倍
首
相
の
私

的
諮
問
機
関
で

あ
る
「
安
全
保

障
の
法
的
基
盤

の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会

（
安
保
法
制
懇
）」
が
報
告

書
を
出
し
た
。
こ
の
報
告
で

は
、
海
外
で
武
力
を
使
う
集

団
的
自
衛
権
も
「
必
要
最
小

限
度
」
の
自
衛
権
の
範
囲
内

だ
と
し
て
、
憲
法
解
釈
の
変

更
を
求
め
て
い
る
。
首
相
は

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す

る
閣
議
決
定
を
し
た
い
意
向

で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
海
外
で
の
武

力
行
使
を
認
め
る
、
こ
の
よ

う
な
憲
法
解
釈
の
変
更
に
は

断
固
反
対
で
あ
り
、
平
和
憲

法
の
遵
守
を
強
く
求
め
る
。

　

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

て
、
67
年
に
な
る
。「
政
府

の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意

し
」（
憲
法
前
文
）、「
武
力

の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永

久
に
こ
れ
を
放
棄
」（
９
条

１
項
）
す
る
こ
と
や
、「
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め

な
い
」（
９
条
２
項
）
こ
と

を
、
私
た
ち
は
世
界
に
誓
っ

た
。

で
他
国
民
を
殺
傷
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
戦
後
日
本
が
積

み
上
げ
て
き
た
、
平
和
国
家

と
し
て
の
世
界
の
信
頼
を
一

気
に
覆
す
こ
と
に
な
る
。
一

内
閣
の
判
断
で
こ
の
よ
う
な

憲
法
解
釈
を
勝
手
に
変
え
る

こ
と
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。

　

多
く
の
国
民
も
、
集
団
的

す
る
行
為
だ
」
と
、
強
い
懸

念
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
首

相
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
論
は
、
そ
の
内
容
に
お
い

て
も
、
手
法
に
お
い
て
も
、

ま
っ
た
く
道
理
の
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

私
た
ち
保
険
医
協
会
は
、

命
を
ま
も
る
医
師
の
集
団
と

し
て
、
国
民
を
戦
争
に
巻
き

込
む
一
切
の
動
き
に
反
対
す

る
。

　

「
積
極
的
平
和
主
義
」
を

言
う
な
ら
、
武
力
行
使
を
否

定
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念

を
尊
重
し
、
紛
争
の
平
和
的

解
決
の
た
め
に
こ
そ
、
世
界

の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
再
び
「
戦
争
を

す
る
国
」
に
戻
る
こ
と
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

戦
後
最
大
の
憲
法
の
危
機

と
も
言
え
る
今
、
す
べ
て
の

会
員
に
、
憲
法
を
守
る
運
動

を
呼
び
か
け
る
。

　

多
大
な
犠
牲
を
も
た
ら
し

た
戦
争
へ
の
反
省
に
立
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。
歴
代
内
閣

も
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

は
憲
法
違
反
」
と
の
考
え
方

に
立
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や

イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
へ
の
、
戦

闘
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
を

拒
否
し
て
き
た
。

　

今
後
こ
れ
を
認
め
、
海
外

自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対

し
て
い
る
。
憲
法
記
念
日
を

前
に
し
て
行
わ
れ
た
各
種
マ

ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
で
も
、

「
反
対
」
が
「
賛
成
」
を
上

回
る
結
果
が
数
多
く
出
て
い

る
。
ま
た
、
行
政
や
司
法
に

た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
や
、
政

権
党
の
内
部
か
ら
も
、
解
釈

改
憲
は
「
立
憲
主
義
を
否
定

　

―

今
回
の
改
定
で
先
進
医
療

技
術
か
ら
歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
装
置
を
用
い
て
制
作
さ
れ

た
歯
冠
補
綴
物
が
保
険
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
進
医
療
が
一
部
で
も
保
険

導
入
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
評

価
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
と

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
設

計
・
製
造
ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
て

歯
冠
補
綴
物
の
設
計
、
製
作
を

す
る
装
置
で
す
。
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
一
般
の
歯
科
医
院
で

も
精
度
の
よ
い
も
の
が
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
私
の
医

院
で
も
自
費
診
療
と
し
て
20
年

前
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
用

い
て
補
綴
物
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
小
臼
歯

の
全
部
鋳
造
冠
に
対
し
て
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
を
用
い
た

歯
冠
補
綴
物
が
保
険
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
材
料
は
金
属
フ
リ
ー

に
と
い
う
方
向
で
、
い
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
は
、
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
は
高

価
で
、
設
計
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
製

造
す
る
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
両
方
を
持
っ

て
い
る
の
は
大
手
技
工
所
に
限

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
片

方
し
か
持
っ
て
い
な
い
小
さ
な

技
工
所
で
も
連
携
す
れ
ば
算
定

可
能
で
す
。

　

今
回
適
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

レ
ジ
ン
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
で
あ
っ
て
も
、

技
工
士
の
役
割
が
、
最
終
調
整

・
レ
イ
ヤ
リ
ン
グ
等
で
必
須
で

す
の
で
、
今
後
歯
科
医
師
と
技

ま
す
が
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
レ
ジ
ン
は
市
場

価
格
に
左
右
さ
れ
な

い
の
で
、
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
も
、

あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

―

歯
科
技
工
士
・

技
工
所
と
の
連
携
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
算
定
要
件
と
さ
れ

工
士
と
の
連
携
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

―

問
題
点
や
課
題
は
ど
こ
で

し
ょ
う
か
。

　

一
番
の
課
題
は
、
適
用
（
ク

ラ
ウ
ン
の
み
）
と
素
材
が
限
定

さ
れ
て
い
る
の
と
、
間
接
法
に

限
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン

は
、
金
属
と
違
い
引
っ
張
り
強

度
が
弱
く
、
診
査
・
診
断
と
形

成
、
接
着
に
細
心
の
注
意
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
破
折
し
や
す
い
の
で
、

し
っ
か
り
患
者
さ
ん
に
説
明
し

な
い
と
、
医
院
の
信
頼
が
失
わ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
管

の
た
め
、
装
着
し
て
か
ら
２
年

間
は
修
理
に
対
す
る
診
療
報
酬

の
評
価
は
な
く
、
そ
の
責
任
は

歯
科
医
師
が
負
わ
ざ
る
を
え
な

い
の
で
す
か
ら
、
慎
重
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

医
院
の
装
置
は
、
今
回
の
適

用
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
装
置

の
あ
る
技
工
所
と
連
携
す
る
形

で
厚
生
局
に
届
け
出
を
し
ま
し

た
。
技
工
士
の
方
と
協
力
し
、

咬
み
合
わ
せ
や
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
く
い

し
ば
り
等
）
等
を
慎
重
に
検
討

し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
が

適
用
す
る
患
者
さ
ん
に
使
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

―

協
会
に
期
待
す
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
の
特
性
や

問
題
点
な
ど
が
学
べ
る
研
究
会

を
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
医
療
技
術
に
つ
い
て

は
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
す

る
よ
う
政
府
に
求
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
患
者
負
担

引
き
下
げ
と
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
と
を
求
め
、
運
動
を
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
は
日
々
、
内
科
の
医
師
と

し
て
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
を
抱
え
る
患
者
を
診
て
い
る

観
点
か
ら
、「
健
康
・
医
療
戦

略
推
進
法
案
」（
以
下
、
推
進

法
）
と
「
独
立
行
政
法
人
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
法
案
」
が

地
域
医
療
に
ど
う
い
っ
た
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
話
す
。

　

「
推
進
法
」
の
第
４
条
の
説

明
で
は
、「
神
戸
医
療
産
業
都

市
構
想
」
が
具
体
例
と
し
て
、

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
神
戸
市
の

医
療
産
業
都
市
構
想
は
、
そ
こ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

高
度
医
療
技
術
の
研
究
・
開
発

拠
点
を
整
備
し
、
医
療
関
連
産

業
の
集
積
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。研

究
開
発
に

公
立
病
院
を
利
用

　

神
戸
市
は
、
医
療
産
業
都
市

構
想
の
臨
床
部
門
の
核
と
す
る

た
め
、
神
戸
中
央
市
民
病
院
を

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
移

転
さ
せ
た
。

　

つ
ま
り
、
先
端
医
療
セ
ン
タ

ー
で
開
発
を
進
め
る
医
療
技
術

の
、
臨
床
研
究
な
ど
の
被
験
者

を
集
め
る
と
い
う
目
的
と
、
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
研
究

を
行
っ
て
い
る
最
中
に
、
患
者

さ
ん
の
容
態
が
急
に
悪
化
し
た

場
合
に
、
救
急
医
療
を
施
す
と

い
う
目
的
の
た
め
に
、
神
戸
中

央
市
民
病
院
を
先
端
医
療
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
さ
せ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
、
法
案
に
あ
る
「
世

界
最
高
水
準
の
医
療
」
を
開
発

す
る
た
め
に
、
公
立
病
院
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
税
や
、
移

転
に
よ
る
一
般
の
患
者
さ
ん
の

利
便
性
、
移
転
に
伴
う
病
床
削

減
に
よ
る
地
域
の
救
急
な
ど
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
推
進
法
」
の
第

１
条
で
は
、
経
済
成
長
の
た
め

に
、
医
療
分
野
で
の
先

端
的
研
究
開
発
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
。
医
学

の
進
歩
発
展
は
当
然
、

必
要
だ
が
、
そ
の
目
的

は
人
々
の
健
康
を
守

り
、
病
気
か
ら
救
う
こ

と
で
、
経
済
発
展
の
た

め
で
は
な
い
。

　

「
推
進
法
」
の
第
11

条
の
説
明
で
は
、
臨
床

研
究
中
核
病
院
と
し
て

10
の
病
院
が
選
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
病
院
で

臨
床
研
究
に
力
を
入
れ
る
あ
ま

り
、
現
在
担
っ
て
い
る
地
域
医

療
に
お
け
る
役
割
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

海
外
の
患
者
の
た
め

地
域
医
療
が
犠
牲
に

　

２
点
目
だ
が
、「
推
進
法
」

第
14
条
で
は
、
研
究
成
果
を
海

外
に
輸
出
し
た
り
、
外
国
人
患

者
受
け
入
れ
支
援
を
行
う
と
し

て
い
る
。

　

神
戸
医
療
産
業
都
市
で
も
、

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
神
戸
国
際
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
）
や
16
年
に
新
設
さ
れ
る

ア
イ
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
眼

科
病
院
で
海
外
か
ら
の
患
者
受

け
入
れ
を
行
う
計
画
だ
。

　

し
か
し
、
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
で

行
う
と
し
て
い
る
生
体
肝
移
植

は
、
す
で
に
日
本
で
は
保
険
適

用
さ
れ
て
い
る
し
、
ア
イ
セ
ン

タ
ー
で
行
う
と
さ
れ
る
白
内
障

や
緑
内
障
の
手
術
も
保
険
適
用

さ
れ
て
お
り
、
公
定
価
格
が
決

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
医

療
機
関
が
自
由
に
価
格
を
設
定

で
き
る
海
外
の
患
者
を
、
公
的

医
療
保
険
に
よ
る
一
定
の
診
療

報
酬
し
か
得
ら
れ
な
い
国
内
の

患
者
よ
り
も
優
先
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

医
療
の
国
際
展
開
を
急
ぐ
あ

ま
り
、
国
民
、
地
域
住
民
の
共

有
財
産
で
あ
る
医
療
資
源
を
海

外
の
患
者
に
優
先
的
に
振
り
向

け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
末
転

倒
で
あ
る
。

実
用
化
急
ぐ
あ
ま
り

医
療
事
故
を
隠
蔽

　

も
う
一
点
、
先
端
医
療
セ
ン

タ
ー
と
神
戸
中
央
市
民
病
院

で
、
２
０
０
４
年
10
月
に
狭
心

症
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
再

生
医
療
を
含
む
最
適
な
治
療
法

を
判
断
す
る
と
い
う
目
的
で
、

ノ
ガ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
医
療
機

器
が
使
用
さ
れ
た
際
、
心
肺
停

止
と
な
り
、
緊
急
手
術
で
一
命

を
取
り
留
め
た
と
い
う
医
療
事

故
が
起
こ
っ
た
。

　

し
か
し
、
両
病
院
は
、
こ
の

事
実
を
公
表
し
な
い
ま
ま
、
２

０
０
７
年
11
月
に
再
び
こ
の
医

療
機
器
を
使
用
し
て
、
心
臓
血

管
再
生
医
療
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
神
戸
新
聞
社
の
情
報
公

開
請
求
な
ど
で
２
０
０
９
年
に

な
っ
て
や
っ
と
、
市
民
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

や
は
り
、
再
生
医
療
な
ど
新

た
な
医
療
技
術
の
実
用
化
を
あ

ま
り
に
急
げ
ば
、
医
療
事
故
を

起
こ
し
た
り
、
そ
の
事
実
の
隠

蔽
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

限りある医療資源
・医師不足
・スタッフ不足
・病床数の削減
・医療費の抑制

外
国
人
患
者
向
け
医
療
資
源

研
究
開
発
向
け
医
療
資
源

研究開発が急がれる
あまり、医療事故が
起ったり、情報公開
がないがしろになる
危険性　　　　　　

外国の富裕層
が一般市民よ
りも優先され
る危険性

限りある医療資源
が研究開発や外国
人に振り向けられ
れば、地域医療は
立ちゆかなくなる

図　 限りある医療資源を研究開発等に
集中するあまり、地域医療がない
がしろにされる

小寺 修先生

解
釈
改
憲
と
集
団
的
自
衛
権
の

容
認
に
断
固
反
対
す
る

参
考
人
質
疑
で
の
武
村
義
人
副
理
事
長
の
意
見
陳
述　

要
旨

先
端
研
究
の
た
め
地
域
医
療
こ
わ
す
な

先
端
研
究
の
た
め
地
域
医
療
こ
わ
す
な

診療報酬改定インタビュー④診療報酬改定インタビュー④

先進医療が保険導入
一定評価だが課題も

歯 

科 

②

三田市
小寺歯科医院

日　時　６月28日（土）19時～20時30分　会　場　協会５階会議室
話題提供　 三田市・小寺歯科医院院長　小寺　修先生
※スタッフの参加も歓迎！

歯科臨床談話会

歯科医院における「つまようじ法」の活用

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809 石本まで
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　診療報酬改定が４月１日から実施さ
れ、協会では例年通り会員医療機関に提
供いただいた２月診療分の社保・国保・
後期高齢者の入院外レセプト（院内処方
・院外処方）を新点数に置き換えた。
　今次診療報酬改定は、公称で診療報酬
本体プラス0.73％、薬価・材料価格マイ
ナス0.63％、全体でプラス0.1％である
が、消費税増税対応分1.36％を除くと実
質でマイナス1.26％とされている。
　〈表〉のとおり置換前と置換後で院外
処方の医療機関では、内科（①）・外科
（③）とも薬科分の引き下げが反映され
ていないので、総点数がわずかにプラス
となっている。しかし、消費税増税対応

分として初診料12点、再診料３点が上乗
せされており、消費税対応分を除くとそ
れぞれ実質ゼロとなっている。
　院内処方の医療機関については、内科
（②）・外科（④）とも薬価の引き下げ
が大きく影響しており、消費税増税対応
分を含めた場合でも明らかなマイナス改
定となっている。特に薬剤料の比率が高
い内科（②）では、引き下げ幅が大き
く、マイナス1.26％を超えるマイナス
1.83％となっている。
　今次改定では、一般的な診療所で汎用
される点数はほとんど据え置かれてお
り、引き上げは、検査料の静脈採血料
（16点→20点）などわずかな項目に限ら

れる。 それらについても生化学検査
（Ⅰ）の包括点数が10項目以上で引き下
げられている（121点→117点）ため、ほ
ぼ相殺されている。
　新設された「地域包括診療料」「地域
包括診療加算」は施設基準の要件が厳し
く、算定できる診療所が一部に限られる
ため、置き換えからは除外している。
　いずれにしても、基本的な点数が据え
置かれたことによって、内科系・外科系
問わず、多くの診療所では実質的にはゼ
ロ、もしくはマイナス改定となってい
る。
　なお、今回の調査には反映されていな
いが、「同一建物居住者」に対する在宅

患者訪問診療料および在宅時医学総合管
理料（特定施設入居時等医学総合管理
料）が大幅に引き下げられており、在宅
医療を提供している医療機関においては
大きな影響が出ているものと考えられ
る。
　また、消費税増税対応分として初診料
・再診料が引き上げられたが、消費税損
税分を賄えるだけの上乗せとなっている
かは今後の検証が必要だ。
　協会・保団連では診療報酬の抜本的な
引き上げとともに、消費税増税への対応
は診療報酬による補てんではなく、「ゼ
ロ税率」の適用を求めている。

消費税増税対応分を除くと実質マイナス改定
2014年度　診療報酬改定による影響調査結果〈医科〉

〈表〉協会会員医療機関における2014年２月診療分の社保、国保、後期高齢者の各レセプト（20件）置き換え

科目 レセプト
（件数）

総点数 技術料 薬剤料
消費税増税対応分を除く

置換前 置換後 増減点 増減率（％） 総点数 増減点 増減率（％） 増減点 増減点

①
内　科
院外処方

社保　20 11,573 11,716 143 1.24 11,581 8 0.07 143 0

国保　20 18,746 18,896 150 0.80 18,770 24 0.13 136 14

後期　20 20,508 20,693 185 0.90 20,507 －1 0.00 185 0

 計　 60 50,827 51,305 478 0.94 50,858 31 0.06 464 14

②
内　科
院内処方

社保　20 31,721 31,306 －415 －1.31 31,153 －568 －1.79 138 －553

国保　20 27,260 26,776 －484 －1.78 26,689 －571 －2.09 83 －567

後期　20 31,082 30,677 －405 －1.30 30,573 －509 －1.64 98 －503

 計　 60 90,063 88,759 －1,304 －1.45 88,415 －1,648 －1.83 319 －1,623

③
外　科
院外処方

社保　20 13,569 13,695 126 0.93 13,572 3 0.02 125 1

国保　20 19,102 19,233 131 0.69 19,116 14 0.07 121 10

後期　20 21,330 21,432 102 0.48 21,324 －6 －0.03 107 －5

 計　 60 54,001 54,360 359 0.66 54,012 11 0.02 353 6

④
外　科
院内処方

社保　20 22,674 22,786 112 0.49 22,594 －80 －0.35 193 －81

国保　20 25,146 25,245 99 0.39 25,044 －102 －0.41 201 －102

後期　20 48,393 48,107 －286 －0.59 　47,798 －595 －1.23 309 －595

 計　 60 96,213 96,138 －75 －0.08 95,436 －777 －0.81 703 －778

　

安
倍
内
閣
の
も
と
で
の
初
の
診
療
報
酬
改
定
が
、
消
費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。
薬
価
引

き
下
げ
分
の
診
療
報
酬
へ
の
振
り
替
え
も
行
わ
れ
ず
、
事
実
上
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。
初
・

再
診
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
国
民
生
活
が
益
々
苦
し
め
ら
れ
る
中
で
受
診
抑
制
の
広
が
り
が
強

く
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
損
税
の
拡
大
に
よ
り
医
業
経
営
は
危
機
的
状
況
に
陥
ろ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
も
、「
７
対
１
看
護
」
病
床
を
９
万
床
削
減
す
る
た
め
、
認
可
基
準
が
厳
し
く
さ
れ
、
中

小
病
院
の
あ
り
方
が
強
制
的
に
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
在
宅
医
療
で
は
「
同
一
建

物
」
制
限
で
安
上
が
り
医
療
が
押
し
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
医
療
を
後
退
さ
せ
る
大
改
悪
と
い
う

べ
き
改
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
会
に
上
程
さ
れ
た
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
は
、
医
療
難
民
・

介
護
難
民
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
医
療
提
供
体
制
を
行
政
が
操
作
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
医
療
崩
壊
促
進
法
案
で
あ
る
。
ま
た
、
規
制
改
革
会
議
が
表
明
し
た
「
選
択

療
養
」
は
、
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
ほ
か
な
ら
ず
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
安
倍
首

相
は
自
ら
「
解
禁
」
を
主
導
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
医
療
保
険
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
外
」
と
し
て
、

混
合
診
療
導
入
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
き
た
内
閣
の
説
明
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
安
倍
政
権
の
暴
走
は
、
医
療
政
策
に
止
ま
ら
な
い
。
福
島
原
発
事
故
の
収
束
も
ま
ま
な

ら
な
い
中
で
、
原
発
ゼ
ロ
か
ら
原
発
回
帰
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
逆
転
さ
せ
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
に
は
目
標
値
す
ら
設
定
し
な
い
な
ど
、
国
民
世
論
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
、
昨
年
末
に
は
特
定
秘
密
保
護
法
を
強
行
成
立
さ
せ
、
直
後
に
は
首

相
自
身
に
よ
る
靖
国
参
拝
を
行
い
、
近
隣
諸
国
と
の
軋
轢
を
増
大
さ
せ
た
。
慰
安
婦
問
題
で
は
「
河

野
談
話
」
で
の
自
民
党
政
府
公
式
見
解
の
見
直
し
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
今
国
会
で
は
教
育
委
員

会
を
廃
止
し
教
育
へ
の
行
政
の
介
入
を
強
め
よ
う
と
す
る
な
ど
、
そ
の
右
傾
化
と
暴
走
ぶ
り
に
は
、

歴
代
自
民
党
幹
事
長
や
関
係
官
僚
ら
か
ら
も
批
判
が
続
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
大
な
こ
と
は
、

現
憲
法
の
も
と
で
集
団
的
自
衛
権
は
可
能
で
あ
る
と
し
、
憲
法
の
解
釈
は
政
府
の
最
高
責
任
者
が
行

う
と
表
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
時
々
の
総
理
の
判
断
で
憲
法
の
解
釈
が
変
更
で
き
る
と
す
る
見
解

は
、
憲
法
が
国
政
を
縛
る
と
す
る
立
憲
主
義
に
も
国
民
主
権
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
り
断
じ
て
容
認

で
き
な
い
。

　

国
の
悪
政
に
追
随
す
る
兵
庫
県
は
、
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
で
福
祉
医
療
改
悪
を
発
表
し
た
が
、
我

々
の
運
動
と
市
町
な
ど
の
反
対
で
一
定
の
修
正
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ど
も
医
療
費
は
、

「
中
３
ま
で
無
料
」
を
２
０
１
１
年
の
６
市
町
か
ら
２
０
１
３
年
に
は
20
市
町
ま
で
拡
大
さ
せ
た
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
県
市
町
か
ら
で
き
る
医
療
改
善
の
取
組
み
を
一
層
広
げ
よ
う
。
神
戸
市
は
国
の

特
区
制
度
利
用
に
よ
る
医
療
産
業
都
市
の
活
性
化
の
た
め
に
、
50
億
円
を
超
え
る
市
税
を
投
入
す
る

と
し
て
い
る
が
、
混
合
診
療
が
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
、
安
倍
暴
走
政
治
か
ら
国
民
皆
保
険
医
療
を
守
り
、
憲
法
９
条
や
憲
法
25
条
な
ど
平
和
と

福
祉
を
高
く
か
か
げ
た
現
在
の
憲
法
の
改
変
を
許
さ
ず
、
地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
て
奮
闘
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一 

、
消
費
税
増
税
を
元
に
も
ど
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
消
費
税
を
還
付
す
る
こ
と
。

一 

、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一 

、
70
〜
74
歳
の
患
者
窓
口
負
担
を
１
割
に
も
ど
す
こ
と
。
子
ど
も
の
医
療
費
は
中
学
３
年
生
ま
で

無
料
に
す
る
こ
と
。

一 

、「
同
一
建
物
」
在
宅
報
酬
の
大
幅
引
き
下
げ
や
「
７
対
１
看
護
」
要
件
な
ど
、
診
療
報
酬
の
不

合
理
を
緊
急
是
正
す
る
こ
と
。

一 

、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
は
中
止
す
る
こ
と
。
移
転
を
強
行
す
る
場
合

は
、
分
院
と
し
て
残
す
こ
と
。

一 

、
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
こ
と
。

一 

、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
撤
退
し
、「
選
択
療
養
」
な
ど
と
称
す
る
混
合
診
療
解
禁
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一 

、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
再
開
し
、
全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公

的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

一 

、
停
止
し
て
い
る
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
目
標
を
「
原
発
ゼ

ロ
」
に
す
る
こ
と
。

一 

、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
と
配
備
を
や
め
さ
せ
、
普
天
間
基
地
の
「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ

に
求
め
る
こ
と
。

一 

、
平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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兵
庫
協
会
は
４
月
27
日
〜
29
日
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で

あ
る
岩
手
県
野
田
村
・
田
野
畑
村
・
陸
前
高
田
市
・
宮
古
市
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
・
亘
理
町
、
福
島
県
南
相
馬
市
・
い
わ
き
市

・
飯
舘
村
を
訪
問
。
兵
庫
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
副
理
事
長
、
広

川
恵
一
・
白
岩
一
心
両
理
事
、
松
岡
泰
夫
評
議
員
が
、
保
団
連

か
ら
住
江
憲
勇
会
長
、
京
都
歯
科
協
会
か
ら
平
田
高
士
理
事
・

浜
辺
勝
美
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。
被
災
地
で
は
、
福
島
協
会

の
松
本
純
副
理
事
長
・
菅
原
浩
哉
事
務
局
長
、
宮
城
協
会
の
北

村
龍
男
理
事
長
・
鈴
木
和
彦
事
務
局
長
に
案
内
い
た
だ
い
た
。

参
加
し
た
松
岡
先
生
、
白
岩
先
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

　

26
日
の
夜
遅
く
、
医
師
２

人
、
歯
科
医
師
２
人
、
同
行
事

務
局
２
人
が
八
戸
で
合
流
し
、

27
日
早
朝
に
野
田
村
へ
向
か
い

ま
し
た
。
視
察
用
の
レ
ン
タ
カ

ー
の
車
内
で
簡
単
に
結
団
式
を

済
ま
せ
ま
し
た
。
村
役
場
で

は
、
小
屋
畑
勝
久
教
育
次
長
に

震
災
当
時
の
様
子
や
復
興
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ

は
津
波
に
何
と
か
持
ち
こ
た

え
、
そ
の
後
の
「
救
援
の
司
令

塔
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ

た
よ
う
で
す
。
５
千
人
弱
の
小

さ
な
村
故
に
、「
顔
の
見
え
る

関
係
」
が
日
ご
ろ
か
ら
築
け
て

お
り
、
連
絡
が
密
に
と
れ
、
村

民
の
要
求
が
早
く
実
現
し
や
す

く
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
恒
久
住

宅
へ
の
移
転
も
70
％
完
了
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
か

の
町
村
に
比
べ
生
活
復
興
が
非

常
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

次
に
田
野
畑
村
民
俗
資
料
館

に
寄
り
、
圧
政
の
続
く
盛
岡
藩

に
反
旗
を
翻
し
た
「
三さ

ん
へ
い

閉
伊
農

民
一
揆
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま

気
質
だ
か
ら
で
き
る
の
だ
ろ
う

な
と
勝
手
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
「
開
拓
保
健

婦
」
の
岩
見
ヒ
サ
さ
ん
（
96

歳
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
岩
手

地
方
の
開
拓
団
は
苦
労
も
多

く
、
特
に
妊
婦
や
子
育
て
中
の

ご
婦
人
た
ち
に
負
担
が
大
き
か

っ
た
よ
う
で
、
医
学
衛
生
面
で

の
彼
女
の
指
導
は
、
か
な
り
効

果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
阪
生
ま
れ
の
ヒ
サ
さ
ん
は

「
短
歌
」
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
「
胸
を
患
っ
て
い
る
」
と
自

ら
告
げ
た
男
性
と
、
そ
の
一
途

な
愛
ゆ
え
に
結
婚
。
し
か
し
、

そ
の
夫
を
戦
後
す
ぐ
に
病
で
失

い
、
さ
ら
に
一
粒
種
の
可
愛
い

長
男
と
も
、
白
血
病
で
死
別
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
き
る
気

力
を
失
っ
て
い
る
と
き
に
、
ふ

と
「
他
人
の
幸
福
の
た
め
に
自

分
が
生
き
る
こ
と
」、「
生
か
さ

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
に
気
付

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
岩
手
の

山
村
の
自
然
の
美
し
さ
に
魅
了

さ
れ
、
亡
き
夫
の
親
戚
に
あ
た

る
や
さ
し
い
お
坊
さ
ん
の
岩
見

対
山
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
、
開
拓

農
村
で
活
躍
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

地
域
の
女
た
ち
だ
け
で
お
産

を
し
て
い
た
環
境
で
、
経
験
あ

る
助
産
婦
で
あ
る
ヒ
サ
さ
ん
へ

の
信
頼
感
は
増
す
ば
か
り
だ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、

戦
後
す
ぐ
は
回
虫
症
が
蔓
延
し

て
お
り
、
持
参
し
て
い
た
「
特

効
薬
サ
ン
ト
ニ
ン
」
を
少
な
め

に
使
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち

名
保
健
婦
と
し
て
名
声
を
誇
る

ほ
ど
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ヒ
サ
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
代

に
「
原
発
誘
致
」
の
話
が
持
ち

上
が
っ
た
と
き
に
、「
原
発
反

対
」
を
説
く
広
瀬
隆
さ
ん
の
本

を
読
ん
で
、
愛
す
べ
き
郷
土
に

「
危
険
な
原
発
」
は
不
要
と
反

対
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

時
、
村
の
予
算
が
５
億
円
で
、

35
億
円
の
お
金
が
降
っ
て
湧
い

て
く
る
と
の
電
力
会
社
等
の

「
甘
言
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

男
性
陣
は
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛

成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
に

原
発
の
危
険
性
や
、
一
度
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
を
じ

っ
く
り
と
語
り
、
も
し
く
は
広

瀬
さ
ん
の
本
を
無
償
で
送
り
読

ん
で
も
ら
っ
た
よ
う
で
、
結
局

岩
手
に
は
原
発
が
作
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ヒ
サ
さ
ん
は
、
高
齢
で
す
が

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
、
表

情
豊
か
に
、
時
に
は
悲
し
そ
う

に
、
時
に
は
満
足
げ
に
お
話
し

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
彼
女
と
交

流
が
で
き
、
参
加
し
た
か
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

南
下
し
て
、
陸
前
高
田
市
の

地
域
交
流
施
設
「
朝
日
の
あ
た

る
家
」
で
笑
顔
の
可
愛
い
行
本

清
香
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

津
波
で
押
し
流
さ
れ
、
何
も
な

く
な
っ
た
更
地
に
建
て
ら
れ
て

お
り
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
は
あ
ま
り
に
小
さ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
志
は
輝

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
地

域
で
何
と
か
皆
が
集
え
る
共
同

ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
に
努
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
共
感
・
感
動
し

ま
し
た
。

　

本
当
に
充
実
し
た
東
北
応
援

視
察
で
し
た
。
診
療
所
の
代
診

が
見
つ
か
っ
て
お
れ
ば
福
島
ま

で
行
け
た
の
に
と
悔
や
む
こ
と

し
き
り
で
す
…
。

ら
、「
現
地
を
訪
問
し
て
、
現

地
の
方
々
と
共
感
し
、
共
有
し

た
全
て
を
全
国
に
必
ず
発
信
し

て
い
く
」
と
、
心
強
い
ご
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

堀
有
伸
副
院
長
か
ら
、
原
発

事
故
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
患
者

さ
ん
は
見
ら
れ
ず
、
三
世
代
同

居
だ
っ
た
多
く
の
家
族
が
分
断

さ
れ
、
高
齢
者
の
認
知
症
患
者

が
圧
倒
的
に
増
え
た
と
の
解
説

を
い
た
だ
き
、
支
援
者
の
必
要

性
を
訴
え
ら
れ
た
。
政
府
が
介

入
す
る
な
ら
ば
、
継
続
性
の
あ

る
安
心
安
全
な
対
応
お
よ
び
政

策
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
の
熱
い

思
い
を
お
聞
き
し
た
。
前
回
訪

問
か
ら
た
っ
た
半
年
で
堀
先
生

が
変
わ
ら
れ
、
迷
い
が
吹
っ
切

れ
て
お
ら
れ
る
姿
が
印
象
的
だ

っ
た
。
全
て
を
放
り
出
し
て
、

事
故
後
に
あ
え
て
被

災
地
に
飛
び
込
ん
で

い
か
れ
た
堀
先
生

に
、
憧
憬
の
念
が
強

く
な
っ
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
同

市
内
の
大
町
病
院
で

は
、
猪
又
義
光
院
長

の
南
相
馬
か
ら
決
し

て
病
院
を
な
く
さ
な

い
と
い
う
信
念
で
、

必
死
に
患
者
さ
ん
と

向
き
合
う
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。
ま
た
兵

庫
協
会
の
よ
う
に
、

処
方
箋
調
剤
薬
局
の
重
要
性
、

管
理
薬
剤
師
の
方
々
と
の
協
力

の
必
要
性
も
訴
え
ら
れ
た
。
そ

し
て
老
人
保
健
施
設
を
同
市
に

必
ず
つ
く
る
と
い
う
壮
大
な
夢

も
持
ち
続
け
て
お
ら
れ
る
。

　

藤
原
珠
世
看
護
部
長
は
看
護

師
不
足
解
消
の
た
め
奔
走
さ
れ

て
い
る
。
同
市
に
は
、
原
発
20

㎞
圏
内
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
が
お
り
、
仮
設
住
宅
か
ら

今
後
公
営
住
宅
に
移
住
さ
れ

る
。
医
師
・
看
護
師
不
足
が
顕

著
だ
と
医
療
の
質
が
落
ち
か
ね

な
い
。
政
府
は
、
社
会
保
障
改

悪
を
断
行
し
て
い
る
が
、
原
発

事
故
は
人
災
で
あ
り
、
本
気
で

福
島
県
の
実
情
を
改
善
す
る
責

務
が
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
分
断
」

で
あ
る
。
家
族
、
自
治
会
、
教

育
、
職
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
分
断
な
ど
は
被
災
地
に

共
通
し
て
い
る
。

　

29
日
、
い
い
の
診
療
所
・
松

本
純
先
生
が
飯
舘
村
を
案
内
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
復
旧
・
復
興

の
遠
い
か
げ
り
を
感
じ
た
。
村

の
現
実
は
、
放
射
線
量
が
高

く
、
い
つ
自
宅
に
戻
れ
る
か
全

く
予
想
も
つ
か
な
い
。

　

原
発
に
つ
い
て
は
、
医
師
・

歯
科
医
師
も
、
国
民
の
命
を
守

る
職
業
人
と
し
て
、
政
策
を
立

案
し
、
政
府
に
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
を
確

実
に
全
国
に
発
信
し
て
い
く
必

　

訪
問
で
は
、
憲
法
を
守
り
抜

く
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
置
い
た
。
被
災
地

の
現
状
か
ら
、
い
か
に
し
て
復

興
対
策
を
医
療
運
動
に
転
換
す

べ
き
か
を
考
え
る
日
々
と
な
っ

た
。
後
半
の
参
加
記
を
つ
づ
ら

せ
て
い
た
だ
く
。

　

28
日
、
津
波
被
害
だ
け
で
な

く
、
原
発
事
故
に
よ
る
生
活
再

建
が
急
が
れ
る
福
島
県
に
入
っ

た
。
東
京
電
力
の
無
能
さ
、
政

府
の
情
報
公
開
を
し
な
い
姿
勢

と
秘
密
保
持
体
制
。
放
射
線
被

ば
く
と
い
う
目
に
見
え
な
い
怪

し
い
悪
魔
と
の
戦
い
が
目
に
付

く
。

　

南
相
馬
市
・
雲
雀
ヶ
丘
病
院

要
性
も
高
い
。

　

再
び
宮
城
県
に
入
り
、
亘
理

町
・
鳥
の
海
歯
科
診
療
所
の
上

原
忍
先
生
を
訪
問
し
、
宮
城
協

会
の
北
村
龍
男
理
事
長
、
鈴
木

事
務
局
長
と
懇
談
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
仮
設
診
療
所
な
の

に
、
最
高
最
新
の
設
備
に
び
っ

く
り
し
、
技
工
室
の
充
実
ぶ
り

に
も
驚
愕
し
た
。
歯
科
医
療
の

充
実
に
賭
け
る
夢
や
希
望
を
心

底
感
じ
た
。

　

今
年
３
月
11
日
に
兵
庫
協
会

が
贈
っ
た
哀
悼
お
よ
び
エ
ー
ル

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
被
災
３
県
の

協
会
が
共
通
し
て
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
、
お
会
い
し
て

身
に
染
み
て
感
じ
た
。

　

被
災
地
医
療
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
先
生
方
は
、
命
が
け
で

従
事
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県

民
、
兵
庫
協
会
会
員
と
し
て
、

引
き
続
い
て
被
災
地
の
生
活
再

建
に
向
け
て
、
被
災
地
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
立
ち
向
か
っ
て
行

き
た
い
と
思
う
。

　

か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
を

共
に
感
じ
て
…
。

参加記①

現
地
の
方
々
の

心
境
知
る

 

長
田
区　
　

松
岡　

泰
夫

東
日
本
大
震
災　

被
災
地
訪
問
記

東
日
本
大
震
災　

被
災
地
訪
問
記

参加記②

被
災
者
の
生
活
再
建
へ

引
き
続
き
支
援
を

 

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

現
状
を
知
り
、思
い
新
た
に

「南相馬では多くの家族が分断されたまま」
と訴える南相馬市・雲雀ヶ丘病院副院長の
堀有伸先生

日　時　６月29日（日）10時～17時
会　場　協会６階会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　審査・減点の現状と対策、
保険診療と保険請求の要点、新規開
業に必要な税務対策、知っておくべ
き最低限度の労基法

新規開業、開業予定の先生方へ
６カ月指導対策は万全ですか？

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817まで

新規開業医研究会新規開業医研究会

松本純・福島協会副理事長（右端）の案内で、避
難指示区域である飯舘村を訪れ住民（右２人目）
の声を聞く住江保団連会長（左端）、広川理事（左
２人目）

岩手県田野畑村の開拓保健婦だった岩見ヒサさ
ん（中央）に、半生を語っていただいた

し
た
。
行
政
が

主
体
と
な
り

「
一
揆
」
の
学

習
を
さ
せ
て
い

る
こ
と
に
本
当

に
驚
き
ま
し
た

が
、
た
だ
決
し

て
幕
藩
支
配
体

制
を
覆
す
こ
と

を
目
的
と
し
て

い
な
い
と
こ
ろ

が
日
本
的
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
北

人
の
我
慢
強

く
、
粘
り
強
い

で
は
、
保
団
連

の
住
江
会
長
か

仮
設
だ
が
最
新
の
設
備
が
あ
る
鳥
の
海
診
療
所
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日　時　６月８日（日）　14時～17時（着付教室16時～17時）
会　場　協会５階会議室
講　師　 ㈱銀座もとじ代表取締役社長
　　　　泉

もと

二
じ

　弘
こう

明
めい

氏
参加費　無　料

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
（
代
表
世

話
人
・
吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事

長
）
は
４
月
19
日
に
協
会
会
議

室
で
、
第
２
回
歯
科
技
工
問
題

に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
。

歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
ら
20

人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
低
医
療
費

政
策
に
よ
り
深
刻
な
現
状
に
あ

る
歯
科
技
工
士
と
、
歯
科
医
師

が
と
も
に
意
見
交
流
す
る
た
め

に
開
催
。
話
題
提
供
と
し
て
冨

澤
洪
基
世
話
人
（
尼
崎
医
療
生

協
歯
科
所
長
）
が
、
全
日
本
民

主
医
療
機
関
連
合
会
（
民
医

連
）
の
歯
科
技
工
士
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
の
提
案
を
紹

介
し
た
。

　

冨
澤
先
生
は
、
長
時
間
労
働

な
ど
待
遇
条
件
の
悪
さ
の
た

め
、
30
歳
ま
で
に
約
８
割
の
歯

科
技
工
士
が
離
職
し
、
新
人
技

工
士
も
10
年
前
の
約
半
分
に
減

っ
て
い
る
一
方
で
、
高
齢
者
人

口
の
増
加
で
総
義
歯
の
需
要
は

今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
を
指

摘
。
義
歯
製
作
の
担
い
手
で
あ

る
技
工
士
が
、
今
後
10
年
で
１

万
人
減
少
し
、
保
険
義
歯
の
質

の
低
下
や
海
外
技
工
物
の
増
大

な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
と
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
民
医
連
で
は

一
昨
年
に
技
工
課
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
打

開
策
と
し
て
、
①
民
主
的
医
療

を
担
う
一
員
と
し
て
歯
科
技
工

士
の
専
門
性
を
発
揮
さ
せ
る
②

歯
科
技
工
の
「
見
え
る
化
」
で

相
互
理
解
・
団
結
③
歯
科
技
工

士
自
身
の
主
体
性
で
将
来
を
切

り
開
く
④
人
づ
く
り
を
発
展
の

基
礎
に
⑤
歯
科
技
工
士
の
待
遇

改
善
に
向
け
た
政
府
へ
の
運

動
、
を
掲
げ
て
い
る
と
し
た
。

　

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
参
加
し
た
歯
科
医
師
・

歯
科
技
工
士
か
ら
「
夜
中
１
時

ま
で
残
業
、
早
く
て
終
電
帰
り

に
な
る
」「
歯
科
技
工
は
国
が

保
証
し
た
国
家
資
格
な
の
だ
か

ら
、
身
分
保
証
も
さ
れ
る
べ

き
」「
ダ
ン
ピ
ン

グ
競
争
で
は
な
く

技
術
で
競
う
た
め

に
技
工
料
金
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
必

要
」
な
ど
、
忌
憚

の
な
い
意
見
や
感

想
が
多
く
出
さ
れ

た
。

　

歯
科
技
工
士
の

雨
松
真
希
人
世
話

人
は
、「
今
後
も

懇
談
会
を
開
催

し
、
問
題
解
決
の

た
め
に
交
流
を
図

っ
て
い
き
た
い
」

と
ま
と
め
た
。

歯科医師と歯科技工士が忌憚なく議論した

　

歯
科
部
会
は
４
月
13
日
、
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

「
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
に
対

す
る
唾
液
腺
機
能
再
生
療
法
」

を
開
催
。
徳
島
大
学
大
学
院
ヘ

ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

部
口
腔
内
科
学
分
野
の
東
雅
之

教
授
、
伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯

科
医
院
院
長
の
川
村
雅
之
先
生

を
講
師
に
歯
科
医
師
・
歯
科
衛

生
士
51
人
が
参
加
し
た
。
参
加

し
た
幸
田
雄
策
先
生
（
小
野

市
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

４
月
13
日
、
協
会
会
議
室
で

多
数
の
聴
講
者
の
中
、
開
催
さ

れ
る
。
口
腔
乾
燥
症
に
対
し
て

の
関
心
の
高
さ
の
表
れ
か
。

　

前
半
は
協
会
副
理
事
長
の
川

村
雅
之
先
生
が
口
腔
乾
燥
症
の

治
療
方
法
や
治
療
に
関
係
す
る

保
険
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

さ
れ
る
。
歯
リ
ハ
や
義
管
、
お

よ
び
特
定
疾
患
管
理
等
、
臨
床

に
お
い
て
す
ぐ
さ
ま
役
立
つ
情

報
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

　

後
半
は
徳
島
大
学
の
東
雅
之

先
生
で
あ
る
。
米
国
留
学
を
経

て
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の

研
究
者
と
し
て
現
職
に
あ
る
と

の
こ
と
。
奇
し
く
も
前
後
半
と

も
に
両
「
雅
之
」
先
生
で
あ
る

な
ど
と
い
う
、
つ
ま
ら
な
い
と

こ
ろ
に
印
象
が
残
っ
た
。

　

歯
科
に
と
っ
て
シ
ェ
ー
グ
レ

ン
と
言
え
ば
唾
液
分
泌
不
足
そ

の
も
の
、
唾
液
は
義
歯
の
安
定

や
歯
周
保
護
に
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
唾
液
分
泌
不
足

に
今
ま
で
は
手
を
こ
ま
ね
く
ば

か
り
が
、
多
く
の
歯
科
医
師
の

姿
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
日
の

の
観
察
と
い
う
基
礎
実
験
に
裏

付
け
ら
れ
た
、
セ
フ
ァ
ラ
ン
チ

ン
と
い
う
薬
剤
内
服
が
唾
液
分

泌
改
善
に
期
待
を
持
た
せ
る
と

い
う
結
果
が
、
ほ
ぼ
全
症
例
で

得
ら
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
れ

た
。
と
は
い
え
、
唾
液
分
泌
テ

ス
ト
10
分
あ
た
り
10
╰
の
基
準

値
ま
で
の
改
善
が
見
ら
れ
て
い

な
い
の
は
、
こ
の
病
気
の
治
療

の
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い

知
る
。

　

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
に
限

ら
ず
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
る
今
、
口
腔
乾
燥
症
で
悩
ま

れ
る
患
者
、
歯
科
医
師
は
今
後

も
増
え
続
け
る
。
ご
研
究
の
今

後
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

【
小
野
市
・
歯
科

 

幸
田　

雄
策
】

ご
講
演
は
そ
の

状
況
改
善
に
光

明
を
見
出
す
思

い
だ
っ
た
。

　

内
容
は
非
常

に
先
端
的
で
、

知
識
が
追
い
つ

け
ず
、
と
て
も

理
解
し
た
と
は

言
い
が
た
い

が
、
モ
デ
ル
マ

ウ
ス
を
応
用
し

た
唾
液
分
泌
細

胞
の
破
壊
状
況

シェーグレン症候群に対する唾液分泌改善
について説明する東先生　　　　　　　　

　

私
た
ち
の
病
院
の
職
員
が
必

ず
し
も
心
地
よ
い
「
お
も
て
な

し
」
を
し
て
い
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
、
何
か
少
し
寒
い
も
の

を
日
ご
ろ
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
協
会
北
阪
神
支

部
主
催
の
接
遇
研
修
会
に
参
加

し
て
、
接
遇
の
基
本
的
な
姿
勢

や
具
体
的
な
方
法
を
、
大
手
前

短
期
大
学
教
授
の
水
原
道
子
先

生
よ
り
お
聴
き
し
て
、
ま
ず
そ

の
軽
妙
な
講
演
ぶ
り
に
胸
の
す

く
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

れ
を
実
感
す
る
心
温
ま
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

接
遇
は
医
療
機
関
の
経
営
に

お
い
て
大
切
な
機
能
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
病
院
の
盛
衰
に
も
か

か
わ
る
重
要
な
課
題
で
す
。
ま

た
、
よ
り
良
い
「
お
も
て
な

し
」
が
患
者
の
心
を
や
わ
ら
げ

て
温
か
く
し
、
ひ
い
て
は
治
療

効
果
を
も
向
上
さ
せ
る
、
ち
ょ

っ
と
し
た
魔
法
の
よ
う
な
気
も

い
た
し
ま
す
。

　

明
る
く
、
少
し
ハ
イ
に
な
っ

て
、
笑
顔
で
患
者
さ
ん
に
接
す

る
こ
と
が
基
本
と
の
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
気
持
ち
の
良
い

対
応
を
す
る
に
は
、
い
く
つ
か

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
こ
と
も
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
医
療
行
為
と
診
療
契
約

の
責
任
上
、
不
明
瞭
な
対
応
が

許
さ
れ
な
い
点
が
あ
る
こ
と
も

再
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は

対
応
困
難
症
例
へ
の
対
応
方
法

に
も
、
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
原
先
生
の
講
演
に
は
、
こ

れ
ら
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
お
り
、
有
意
義
な
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

【
伊
丹
市
・
近
畿
中
央
病
院

 

髙
見　
　

宏
】

明
る
く
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
接
遇
の
基
本
と
話
す

水
原
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
阪
神
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

北
阪
神
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

治
療
効
果
を
向
上
さ
せ
る

「
お
も
て
な
し
」へ

感 想 文

シェーグレン症候群
状況改善に光明を見出す

感
想
文

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会

歯科技工問題について懇談会

歯科定例研究会

審査･指導相談日 ●６月12日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 

　

北
阪
神
支
部
は
４
月
19
日
、
伊
丹
市
立
産
業
・
情
報
セ
ン

タ
ー
で
職
員
接
遇
研
修
会
を
開
催
。
大
手
前
短
期
大
学
教
授

の
水
原
道
子
氏
が
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
の
基
本
〜
医
療

機
関
の
『
お
も
て
な
し
』〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
42
人

が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
髙
見
宏
先
生
（
伊
丹
市
・
近
畿
中

央
病
院
副
院
長
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

そ
れ
と
共

に
、
こ
の
よ
う

な
方
向
性
で
、

私
た
ち
の
病
院

の
少
し
寒
い

「
お
も
て
な

し
」
の
雰
囲
気

も
良
く
し
て
い

け
る
よ
う
な
希

望
が
湧
き
ま
し

て
、
寒
い
春
の

日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
春
の
訪

義歯の質の低下など危惧

人
間
国
宝
・
喜
多
川
俵
二
氏
の

名
古
屋
帯　
　
　
　

 　
　
　

文化部特別講演会
和装・着物ことはじめ
～男の着付教室も開催～

　和装のよさや着物の選び方など、基本を中心に日本の誇
る服飾文化のすばらしさをお話いただきます。希望の方は
「男の着付教室」にもご参加ください。
※自前のお着物をお持ちでない場合は委細相談の上

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

「休業保障制度」ご加入の先生へ

•必ず第三者の医師に受診してください。（受診後の休業に対
し保障します）

•柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
•休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申請
してください。

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

追加注文は、☎078－393－1807まで

「「特定秘密保護法特定秘密保護法」」廃止を求める署名廃止を求める署名
ご協力くださいご協力ください
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今
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

衛
」
は
大
変
な
人
気
が
あ

り
、
現
在
、
話
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
官
兵
衛
に
ゆ
か

り
の
あ
る
、
有
岡
城
跡
を
探

索
し
、
そ
の
城
主
・
荒あ

ら

木き

村む
ら

重し
げ

を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

室
町
時
代
末
期
、
伊
丹
親ち

か

興お
き

は
、
永
禄
11
年
（
１
５
６

８
年
）
９
月
、
信
長
方
に
つ

き
、
和わ

田だ

惟こ
れ

政ま
さ

・
池い

け

田だ

勝か
つ

正ま
さ

ら
と
共
に
「
摂
津
三
守
護
」

の
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
正
２
年
（
１
５
７
４

年
）
信
長
の
命
に
よ
り
、
池

田
氏
の
家
臣
か
ら
台
頭
し
た

荒
木
村
重
に
よ
っ
て
伊
丹
城

は
攻
め
ら
れ
、
親
興
は
城
を

追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

荒
木
村
重
は
、
伊
丹
城
を

有
岡
城
に
改
名
し
、
そ
の
城

主
に
な
り
ま
し
た
。
有
岡
城

跡
は
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側
に
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

所
に
あ
り
ま
す
。

　

有
岡
城
は
周
囲
を
土
塁
で

囲
ん
だ
「
惣そ

う

構が
ま
え

」
の
城
で

す
。
惣
構
と
は
、
城
だ
け
で

な
く
、
侍
町
や
町
屋
を
堀
と

土
塁
で
取
り
囲
み
、
城
郭
一

体
を
防
御
施
設
と
す
る
構
造

の
こ
と
で
、
そ
の
規
模
は
南

北
１
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

東
西
０
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
び
ま
す
。

　

東
は
猪
名
川
の
湿
地
帯
が

広
が
り
、
北
・
西
・
南
の
要

所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
岸
の

砦
」「
上

じ
ょ
う

﨟ろ
う

塚づ
か

砦と
り
で」「

鵯
ひ
よ
ど
り

塚づ
か

砦と
り
で」

の
三
つ
の
砦
を
築
き
ま

し
た
。
惣
構
の
城
と
し
て
は

日
本
最
古
と
も
言
わ
れ
、
１

９
７
９
年
12
月
に
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

城
下
町
の
整
備
を
行
っ
た

村
重
は
、
い
わ
ば
伊
丹
の
街

づ
く
り
の
先
駆
者
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
重
は
摂
津
で
石
山
本
願

寺
と
、
播
磨
で
は
羽
柴
秀
吉

と
と
も
に
毛
利
方
と
戦
っ
て

い
ま
し
た
。

　

天
正
６
年
（
１
５
７
８

年
）
３
月
、
村
重
ら
と
と
も

に
毛
利
方
を
攻
め
て
い
た
三

木
城
主
・
別べ

っ

所し
ょ

長な
が

治は
る

が
寝
返
る
と
、
信
長

の
命
で
村
重
と
秀
吉

は
播
磨
に
入
り
、
毛

利
の
援
軍
と
交
戦
し

ま
し
た
。
し
か
し
10

月
、
村
重
は
突
如
信

長
方
に
反
旗
を
翻
し

籠
城
し
ま
す
。

　

村
重
を
謀
反
に
走

ら
せ
た
原
因
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
黒
田
官
兵
衛
は

村
重
説
得
の
使
者
と
し
て
有

岡
城
に
お
も
む
き
ま
す
。
村

重
は
官
兵
衛
を
幽
閉
し
ま
す

が
、
そ
の
後
、
信
長
勢
が
攻

撃
を
始
め
、
天
正
７
年
（
１

５
７
９
年
）
の
11
月
、
有
岡

城
は
落
城
し
官
兵
衛
は
救
出

さ
れ
ま
す
。

　

村
重
は
毛
利
の
援
軍
を
求

め
有
岡
城
を
脱
出
し
、
尼
崎

城
に
入
っ
た
後
に
花
隈
城
へ

移
り
、
戦
い
ま
す
が
、
天
正

８
年
（
１
５
８
０
年
）
７
月

に
落
城
し
、
西
国
へ
逃
れ
ま

し
た
。

　

後
に
秀
吉
に
認
め
ら
れ
、

ま
た
千
利
休
の
高
弟
と
し
て

茶
道
で
活
躍
し
ま
し
た
。
波

乱
万
丈
な
人
生
を
送
っ
た
村

重
は
そ
の
後
、
堺
で
一
生
を

終
え
ま
す
。

　

皆
様
も
伊
丹
の
街
（
有
岡

城
跡
を
中
心
に
）
を
探
索
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

城跡は公園として整備され
礎石などがみられる　　　

「
惣
構
」の
城
跡
が
伊
丹
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
る

（
伊
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　

　

環
境
・
公
害
対
策
部
は
４
月

26
日
、
協
会
会
議
室
で
尼
崎
公

害
患
者
・
家
族
の
会
代
表
の
松

光
子
氏
を
講
師
に
、
学
習
会
を

開
催
。「
尼
崎
公
害
訴
訟　

44

年
の
た
た
か
い
の
成
果
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
15
人

が
参
加
し
た
。

　

松
氏
は
、
尼
崎
公
害
訴
訟
の

44
年
間
の
た
た
か
い
を
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
用
い
て
解
説
。
工
場
ば
い

煙
や
国
道
43
号
・
阪
神
高
速
か

ら
の
廃
棄
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
深

刻
な
大
気
汚
染
で
気
管
支
喘
息

な
ど
の
患
者
が
増
加
す

る
な
か
、
協
会
議
長
で

あ
っ
た
故
・
野
村
和
夫

先
生
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
住
民
と
協
力
し

て
患
者
会
を
つ
く
っ
た

と
振
り
返
っ
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
８
８

年
に
国
、
阪
神
高
速
道

路
公
団
な
ど
を
提
訴

し
、
２
０
０
０
年
に
神

戸
地
裁
で
汚
染
物
質
排

出
差
し
止
め
を
命
じ
る
と
い
う

画
期
的
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
こ

と
、
そ
の
後
、
和
解
条
項
の
実

施
を
求
め
、
国
・
道
路
公
団
と

連
絡
会
を
続
け
、
道
路
通
行
料

金
を
差
別
化
し
交
通
量
の
軽
減

を
図
る
「
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
」
や
大
型
車
に
中
央
寄

り
車
線
の
通
行
を
促
す
「
環
境

レ
ー
ン
」
導
入
を
実
現
し
た
こ

と
を
紹
介
。
現
在
は
、
尼
崎
市

の
活
性
化
や
、「
戦
争
こ
そ
最

大
の
環
境
破
壊
」
と
位
置
づ
け

た
反
戦
の
取
り
組
み
な
ど
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
語
っ

た
。

　

松
氏
は
「
子
や
孫
に
青
い

空
、
き
れ
い
な
空
気
を
残
し
た

い
と
、
署
名
活
動
、
ビ
ラ
ま

き
、
座
り
込
み
な
ど
、
命
が
け

で
ず
っ
と
運
動
し
て
き
た
」

「
住
民
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が

立
ち
上
が
ら
な
い
と
、
現
状
を

改
善
で
き
な
い
」
な
ど
、
当
事

者
が
声
を
上
げ
、
行
動
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
だ
と
訴
え
た
。

尼
崎
公
害
訴
訟
の
40
年
以
上
に
わ
た
る

た
た
か
い
を
ふ
り
返
る
松
光
子
氏　
　

「
き
れ
い
な
空
気
を
」

一
心
で
運
動
つ
づ
け
る

尼
崎
公
害
患
者
・
家
族
の
会
代
表
・
松
光
子
氏
が
講
演

北阪神支部　林　宗茂

有岡城跡探索

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

㉖

★★

Ｑ１　４月の改定で、在宅自己注射指導
管理料の点数に変更があったのか。
Ａ１　１の「複雑な場合」（1230点）に
変更はありませんが、２の「１以外の場
合」が従前の820点から、「イ　月３回以
下の場合」（100点）、「ロ　月４回以上の
場合」（190点）、「ハ　月８回以上の場
合」（290点）、「二　月28回以上の場合」
（810点）へと、指示した自己注射の回
数によって区分され、点数が引き下げら
れました。また、新たに在宅自己注射を
導入した患者に対する「導入初期加算」
（500点）が新設されました。
Ｑ２　２の「１以外の場合」は、指示し
た自己注射の回数で算定するのか。実施
した回数で算定するのか。
Ａ２　指示回数により算定します。
Ｑ３　自己注射の回数に応じた点数とな
ったが、残薬があり薬剤の支給をしない
場合でも、自己注射の回数に応じて算定
できるのか。
Ａ３　算定できます。その場合、レセプ
トの摘要欄に「残薬あり」の旨を記載し
ます。
Ｑ４　アレルギーによるアナフィラキシ
ーショックの恐れのある患者に、エピペ
ンⓇを１本処方した場合、どの区分で算
定するのか。
Ａ４　指示回数が１回のため、「イ　月
３回以下の場合」で算定します。
Ｑ５　当該管理料の算定要件に変更はあ
るのか。
Ａ５　在宅自己注射の導入前に、①入院
または週２回以上の外来、往診もしくは

訪問診療により、医師による十分な教育
期間をとること、②指導内容を詳細に記
載した文書を作成し患者に交付するこ
と、が要件化されました。

導入初期加算

Ｑ６　当該加算は、どのような場合に算
定できるのか。
Ａ６　新たに在宅自己注射を導入した場
合に、連続した３カ月に限り月に１回算
定できます。また、それ以降、薬剤名
（一般名）に変更があった場合にはさら
に１回に限り算定できます。当該指導管
理料を算定しない月は算定できません。
Ｑ７　2014年３月以前から在宅自己注射
を行っていた患者でも、４月以降改めて
導入初期加算を算定できるのか。
Ａ７　「２　１以外の場合」の「イ　月
３回以下の場合」（100点）～「ハ　月８回
以上の場合」（290点）を算定する患者
は、2014年６月30日までの間、新たに導
入したものとみなし、算定できます。
Ｑ８　導入初期加算を算定している患者
が医療機関を変更した場合はどうなるの
か。
Ａ８　変更前の医療機関からの通算によ
る算定となります。
Ｑ９　処方内容の変更のたびに当該加算
が算定できるのか。
Ａ９　算定できます。処方内容の変更の
都度、導入初期加算を算定できます。た
だし、１年以内に使用した一般名が同じ
薬剤に変更した場合には、算定できませ
ん。

日　時　６月７日（土）14時～16時
会　場　明石市生涯学習センター学習室１
テーマ　 医院の「おもてなし」　コミュ

ニケーション力アップのために
講　師　 神戸女子短期大学総合生活

学科教授　福井愛美先生
参加費　 1000円（医療安全管理研修

会受講証を発行）

■明石支部■接遇講座（医療安全研修会）

日　時　 ６月21日（土）
　　　　14時30分～16時30分
会　場　尼崎市中小企業センター
記念講演　 支払基金における審査の現

状～査定・減点を減らすレ
セプト請求の留意点～

講　師　 全国社会保険診療報酬支払
基金労働組合・前中央執行
委員長　南鉄雄氏

※終了後、懇親会（無料）

■尼崎支部■第43回支部総会・記念講演

日　時　５月31日（土）15時～
会　場　洲本市健康福祉館３階
記念講演　在宅医療地域連携のコツ
講　師　 医療法人おひさま会・理事

長、やまぐちクリニック院
長　山口高秀先生

■淡路支部■第36回支部総会・記念講演
日　時　６月７日（土）14時30分～
会　場　協会５階会議室
テーマ　 どうなる!? これからの在

宅医療　2014年度改定のポ
イントと今後の動向

話題提供　 中央区・東雲診療所所長 小
西達也先生、灘区・赤坂ク
リニック院長 赤坂浩司先
生、ミヤコ在宅医療サービ
ス（株）課長 東野健悟氏

■神戸支部■会員懇談会

全国保険医団体連合会近畿ブロック公害担当者会議「学習会」

原発のコストと日本のエネルギー政策原発のコストと日本のエネルギー政策
日　時　５月31日（土）15時30分～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　立命館大学国際関係学部教授　大島堅一先生
定　員　100人（事前申込順）　　参加費　無料

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 小西まで

日　時　６月７日（土）15時～17時
会　場　協会６階会議室
内　容　CPR講習（心肺蘇生法研修）
※受講証（救急蘇生実技講習・医療
安全管理研修）を発行

■西宮・芦屋支部■CPR講習会

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1801まで

医科保険請求

〈在宅自己注射指導管理料〉

阪急　
伊丹駅

町屋

上﨟塚砦

侍町 有岡城跡

（堀）

（堀）

大溝
（堀）

（堀）

鵯塚砦

猪名野
神社　
岸の砦

JR　
伊丹駅



病気やケガによる休業に備えて。
自宅療養も補償されます

うつ病、認知症による就業不能や、地震等
の天災によるケガも／入院は１日目、自
宅療養は５日目から／再発も含めて通算
1000日まで補償

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

●月　払：１口１万円～ （通算30口まで）
●一時払：１口50万円～ （毎回40口まで）
■自在性が魅力！
　・急な出費にも１口単位で解約可能
　・払込が困難なときは掛金中断、　
　　余裕ができたら掛金再開
■ まとまった資金は「一時払」で上乗せ
　（毎回2000万円まで）

万一のためのコストは安さが魅力です

■ 毎年高配当を継続
　 過去5年平均の配当率45％
■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ いつでも増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

ご家族、従業員もご加入いただけます

（拠出型企業年金保険）
医師・歯科医師の老後設計に最適

１．最長75歳まで、730日の充実保障
２．割安な掛金が満期まで上がりません
３．掛け捨てではありません
４．弔慰・高度障害給付あり
５．自宅療養、代診をおいても給付
６．うつ病等の精神疾患、認知症も給付

病気やケガの休業に備えて、高い
保険料を払っていませんか？（団体定期生命保険）

次回受付７月１日～

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金 グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険 休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

２０１４年(平成２６年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７５１号（７）

　

改
革
を
行
う
場
合
で
は
、

「
現
状
の
分
析
」、「
改
革
の
目

標
」、「
そ
の
方
法
論
」、
実
施

し
て
か
ら
の
「
評
価
」
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。

　

「
署
名
目
標
○
○
筆
」
と
い

う
の
は
、
目
標
で
な
く
方
法
で

あ
り
、
署
名
の
効
用
に
つ
い
て

の
協
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
評

価
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

平
和
憲
法
を
守
り
、
改
憲
に

反
対
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
も
し
護
憲
で
き
れ
ば
何
が
得

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え

た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

そ
う
、
あ
な
た
た
ち
は
、
平
和

な
国
を
維
持
し
た
い
の
で
あ

る
。

　

一
方
、
核
爆
弾
を
保
有
し
て

軍
事
力
を
強
化
し
た
い
人
た
ち

は
何
を
し
た
い
の
だ
ろ
う
か
？

軍
事
力
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
他

国
は
領
土
問
題
で
も
手
を
出
し

に
く
く
な
る
。
つ
ま
り
、
核
保

有
を
抑
止
力
と
し
て
平
和
を
求

め
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

ろ
う
。

　

憲
法
や
軍
事
に
対
し
て
の
両

極
端
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
最

終
目
標
は
平
和
と
い
う
同
じ
も

の
で
あ
る
。
議
論
が
か
み
合
わ

な
い
の
は
、
目
標
で
は
な
く
方

法
論
の
違
い
か
ら
く
る
の
で
あ

る
。

　

平
和
憲
法
を
守
り
対
話
で
交

渉
し
て
も
、
一
方
的
に
領
土
を

奪
わ
れ
悲
劇
は
あ
り
え
る
。
一

方
、
軍
事
力
を
強
化
し
、
集
団

的
自
衛
権
を
認
め
て
外
国
で
も

戦
争
が
で
き
る
状
況
に
な
れ

ば
、
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
は
存
在
す
る
。
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
述
べ
て
い
る
将

来
展
望
は
、
ど
ち
ら
も
不
確
定

な
予
測
に
過
ぎ
な
い
。

　

平
和
憲
法
保
持
か
軍
事
力
強

化
か
と
、
方
法
論
は
異
な
っ
て

も
最
終
目
標
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
を
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
建
設
的
な
議
論

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

「
あ
な
た
は
ほ
ん
と
に
、
何

　

２
０
１
１
年
に
公
開
さ
れ

て
好
評
だ
っ
た
「
神
様
の
カ

ル
テ
」
の
続
編
と
し
て
公
開

さ
れ
た
、「
神
様
の
カ
ル
テ

２
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
前

編
の
「
神
様
の
カ
ル
テ
」

は
、
患
者
さ
ん
目
線
で
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
続

編
で
は
、
医
師
目
線
で
の

「
神
様
の
カ
ル
テ
」
を
描
い

て
い
ま
す
。

　

開
業
医
に
と
っ
て
の
「
神

様
の
カ
ル
テ
」
と
は
、
審
査

・
指
導
さ
れ
な
い
、
査
定
に

つ
な
が
ら
な
い
保
険
の
制
約

の
中
で
の
カ
ル
テ
を
想
像
し

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
映
画

で
は
、
常
に
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
う
医
療
と
は
、
と
問
い

つ
つ
、
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ

う
医
療
の
醍
醐
味
が
常
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

主
人
公
・
内
科
医
師
・
栗

原
一
止
と
妻
の
栗
原
榛
名
の

夫
婦
愛
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

大
学
病
院
に
引
き
止
め
ら
れ

る
優
秀
な
内
科
医
師
・
栗
原

一
止
は
、
地
方
の
病
院
勤
務

の
中
で
夜
間
救
急
の
当
直
を

し
な
が
ら
も
、
外
来
診
療
で

も
患
者
さ
ん
と
真
剣
に
向
き

合
う
。
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
信
頼
構
築
で
き
る
嬉
し

い
頼
も
し
い
医
師
で
す
。

　

今
回
の
映
画
で
は
、
主
人

公
と
先
輩
指
導
医
師
・
貫
田

誠
太
郎
先
生
、
同
級
生
で
血

液
内
科
医
師
・
進
藤
辰
也
の

３
人
の
医
師
と
そ
の
妻
た
ち

の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
模
様

を
、
心
温
ま
る
展
開
で
描
い

て
い
ま
す
。
家
族
と
の
時
間

を
奪
わ
れ
か
ね
な
い
医
師
の

日
常
を
、
医
師
の
立
場
か
ら

描
か
れ
る
本
作
品
。

　

簡
単
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

妻
の
出
産
を
心
待
ち
に
、

よ
り
熱
心
に
医
療
に
従
事
す

る
医
師
・
栗
原
。
そ
ん
な
病

院
に
赴
任
し
て
く
る
一
止
の

大
学
時
代
の
同
級
生
医
師
・

進
藤
。
し
か
し
な
が
ら
進
藤

は
、
時
間
外
勤
務
は
し
な

い
、
患
者
へ
の
説
明
責
任
も

お
ろ
そ
か
…
そ
し
て
衝
突
す

る
２
人
。
そ
ん
な
時
、
先
輩

内
科
医
師
・
貫
田
先
生
が
倒

れ
る
。
や
っ
と
の
こ
と
で
夫

婦
の
時
間
が
取
れ
る
と
思
っ

た
矢
先
…
…
。

　

医
師
に
と
っ
て
の
家
族
愛

と
は
？　

夫
婦
愛
と
は
？　

そ
し
て
患
者
さ
ん
と
寄
り
添

う
医
療
と
は
？　

さ
ら
に
医

師
に
と
っ
て
真
実
の
神
様
の

カ
ル
テ
と
は
？　

い
ろ
ん
な

視
点
で
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

作
品
で
す
。

　

映
画
鑑
賞
後
、
医
師
を
め

ざ
し
た
原
点
に
戻
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
】

（
宝
塚
シ
ネ
・
ピ
ピ
ア
で
５

月
30
日
ま
で
上
映
中
）

　

今
ま
で
の
金
融
危
機
に
対

し
、
為
政
者
は
赤
字
国
債
を
大

幅
に
増
発
し
て
ま
で
財
政
出

動
。
し
か
し
、
こ
の
20
年
た
ら

ず
の
間
に
公
共
投
資
や
所
得
税

減
税
、
設
備
投
資
減
税
等
マ
ク

ロ
政
策
が
効
果
を
及
ぼ
し
た
こ

と
は
な
い
。

　

結
果
と
し
て
巨
額
の
国
債
残

高
が
増
え
、
日
本
の
国
・
地
方

の
累
積
債
務
残
高
は
１
０
０
０

兆
円
を
超
え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
に
対
す
る
比
率
が
世

界
最
悪
の
２
１
０
・
２
％
と
悪

化
の
一
路
、
財
政
危
機
に
陥
っ

た
。
こ
れ
に
対
す
る
借
金
の
担

保
に
相
当
す
る
国
の
資
産
合
計

は
６
４
７
兆
円
で
、
３
７
１
兆

円
の
債
務
超
過
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
数
々
の
紆
余
曲
折
を

経
て
、
消
費
税
増
税
法
は
５
％

↓
８
％
↓
10
％
と
成
立
し
た

が
、
そ
の
後
も
国
民
の
約
半
数

が
増
税
に
反
対
し
て
い
る
。
私

も
後
期
高
齢
者
、
余
命
い
く
ば

く
も
な
く
預
貯
金
を
食
い
つ
ぶ

し
て
の
生
活
ゆ
え
、
消
費
税
は

少
な
い
の
が
よ
い
の
に
決
ま
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
借
り
た
金
は
必
ず
返

さ
な
い
と
将
来
破
綻
（
デ
フ
ォ

ル
ト
）
に
陥
る
。
今
か
ら
消
費

税
増
税
し
て
財
源
を
確
保
し
て

お
か
ぬ
と
、
若
い
世
代
に
負
担

を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
は
若
者
は
奈
落
の
淵
に

た
た
さ
れ
た
の
と
同
然
。
こ
れ

を
助
け
る
に
は
消
費
税
と
い
う

財
源
が
必
要
で
、
福
祉
関
係
に

使
う
と
毎
年
予
算
で
定
め
て
い

る
は
ず
が
、
現
在
は
官
僚
の
意

志
の
ま
ま
、
自
由
に
使
わ
れ
て

い
る
。
泣
く
子
と
地
頭
に
は
勝

て
ぬ
な
あ
。
こ
れ
で
は
い
く
ら

消
費
税
率
を
上
げ
て
も
ま
か
な

い
き
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
。

　

地
元
選
出
の
国
会
議
員
の
２

０
１
４
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で

も
「
社
会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
に
基
づ
き
、
高
齢
者

社
会
の
安
心
の
基
盤
を
築
き
ま

す
」
と
い
う
一
方
「
年
々
増
大

す
る
年
金
、
医
療
保
険
、
介
護

保
険
給
付
に
歯
止
め

4

4

4

を
か
け
な

く
て
は
持
続
可
能
な
制
度
の
維

持
は
か
な
い
ま
せ
ん
」
と
矛
盾

だ
ら
け
の
発
言
。
消
費
税
を
増

税
し
、
福
祉
関
係
以
外
に
使
用

し
な
い
と
法
で
定
め
な
け
れ

ば
、
国
債
発
行
以
外
に
財
源
が

な
く
、
破
た
ん
に
陥
る
。
し
か

も
消
費
税
は
景
気
に
よ
っ
て
浮

き
沈
み
が
激
し
い
所
得
税
、
法

人
税
に
比
べ
る
と
安
定
し
た
財

源
だ
。
１
％
の
消
費
税
は
２
・

５
兆
円
の
財
源
を
生
む
。
５
％

に
な
っ
た
97
年
以
後
は
、
ほ
ぼ

一
貫
し
て
10
兆
円
の
税
収
を
あ

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
税
収
入
全

体
の
４
分
の
１
を
占
め
る
所
得

税
13
・
５
兆
円
に
次
ぐ
。

　

こ
の
安
定
し
た
財
源
を
霞
ヶ

関
の
官
僚
に
自
由
に
使
わ
せ
て

よ
い
の
か
。
数
年
す
れ
ば
団
塊

世
代
が
75
歳
に
達
し
、
社
会
保

障
費
が
急
増
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
支
払
う
財
源
が
な
け
れ

ば
破
た
ん
に
落
ち
込
む
可
能
性

大
。
今
か
ら
財
源
を
確
保
し
て

お
か
ぬ
と
、
若
い
世
代
の
負
担

は
ま
す
ま
す
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。
贈
与
税
・
相
続
税
を
上

げ
て
も
桁
が
違
う
し
な
。
そ
れ

と
も
夕
張
、
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う

に
な
っ
て
も
よ
い
の
か
な
あ
。

イ
ヒ
マ
ン
の
裁
判
を
傍
聴
し
て

恩
讐
を
終
え
、
独
裁
体
制
の
も

と
で
の
個
人
の
責
任
を
深
く
思

索
し
た
。

　

ハ
ン
ナ
は
博
士
論
文
の
テ
ー

マ
と
し
た
古
代
神
学
者
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
、「
は
じ
ま
り

が
為
さ
れ
ん
が
た
め
に
人
間
は

創
ら
れ
た
」
を
大
切
に
し
、

「
は
じ
ま
り
と
は
実
は
一
人
ひ

と
り
の
人
間
な
の
だ
」
と
最
後

ま
で
考
え
て
い
た
。

　

私
た
ち
は
、
考
え
る
こ
と
や

発
言
し
行
為
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
動
的
あ
る
い
は
必
然
的

に
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
歴

史
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
中
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ハ
ン
ナ
に
と
っ
て
、
そ
の

「
は
じ
ま
り
」
の
有
無
こ
そ

は
、
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ
っ

て
い
た
。

 

【
姫
路
市　

池
内　

春
樹
】

死
。
ハ
ン
ナ
は
い
つ
も
友
人
を

大
切
に
し
た
。

　

個
人
の
思
考
停
止
か
ら
フ
ァ

シ
ズ
ム
は
始
ま
る
。「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で

「
連
帯
」
や
「
絆
」
を
意
味
す

る
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ッ
カ
ー
シ

ズ
ム
も
一
種
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

だ
。

　

大
著
『
全
体
主
義
の
起
源
』

の
完
成
。
ハ
ン
ナ
は
い
つ
も
事

実
に
基
づ
い
て
思
考
を
深
め
て

い
く
。
多
様
で
そ
れ
ぞ
れ
が
唯

一
無
二
の
人
々
が
地
上
に
存
在

す
る
と
い
う
、
人
間
の
複
数
性

を
否
定
す
る
こ
と
が
全
体
主
義

の
悪
で
あ
る
。

　

女
性
と
し
て
初
め
て
の
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
か
ら
の
教
授
招

聘
。
ユ
ダ
ヤ
の
希
望
の
星
だ
っ

た
ハ
ン
ナ
は
、
モ
サ
ド
（
イ
ス

ラ
エ
ル
諜
報
特
務
庁
）
に
よ
っ

て
、
南
米
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に

送
還
さ
れ
た
元
ナ
チ
官
僚
・
ア

　

途
中
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

故
郷
を
建
設
し
よ
う
と
す

る
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
や
哲

学
者
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
と
の
交
流
。
ナ

チ
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
の

ピ
レ
ネ
ー
山
脈
越
え
に
疲

れ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
自

イ
デ
ガ
ー
と
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ

ー
ス
に
愛
さ
れ
た
。

　

し
か
し
時
代
の
大
き
な
波

は
、
個
人
を
呑
み
込
ん
で
い

く
。
ド
イ
ツ
か
ら
フ
ラ
ン
ス

へ
、
そ
し
て
当
時
唯
一
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
脱
出
港
だ
っ
た

リ
ス
ボ
ン
か
ら
米
国
へ
、
ナ
チ

ス
の
魔
の
手
か
ら
、
壮
年
期
の

ハ
ン
ナ
は
逃
れ
て
い
く
。

　

『
全
体
主
義
の
起
源
』『
人

間
の
条
件
』
な
ど
で
知
ら
れ
る

政
治
哲
学
者
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ

ン
ト
。

　

母
マ
ル
タ
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

に
屈
伏
し
て
は
な
ら
な
い
。
常

に
自
分
で
自
分
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
教
え
ら
れ
た
子

ど
も
は
、
美
し
い
少
女
と
な
っ

て
、
哲
学
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ

員員 稿稿
会 投

が
欲
し
い
の
？
」「
も
し
、
そ

れ
が
達
成
で
き
れ
ば
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
る
の
？
」
の
二
つ
の

質
問
を
自
問
自
答
し
て
み
よ

う
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
神
経
言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
に
お
け

る
異
な
っ
た
意
見
を
尊
重
す
る

た
め
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
。

員員 稿稿
会 投

矢
野
久
美
子　

著

『
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト

 

「
戦
争
の
世
紀
」
を
生
き
た
政
治
哲
学
者
』

国
の
負
債
１
千
兆
円
超

さ
て
誰
が
払
う

高
砂
市　
　

多
木　

喬
郎

異
な
っ
た
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と

 
―

Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
実
践
し
て―

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

中
央
新
書
、
８
２
０
円
＋
税

神
様
の
カ
ル
テ
２

白岩一心
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診診 内内 研研
よよ りり 471

１ ．血糖値を上げるのは糖質だけ
（３大栄養素と血糖値）

　米国糖尿病学会（ADA）によれば、食
べ物が消化・吸収されたあと、糖質は
100％血糖に変わりますが、タンパク質
・脂質は血糖に変わりません（表１）。
また糖質は、摂取直後から急峻に血糖値
を高く速く上昇させ、２時間以内にほと
んどすべてが吸収されます。これらは含
有エネルギーとは無関係な三大栄養素の
生理学的特質です。
　1997年版のLife With Diabetes（ADA）
では、「タンパク質は約半分が血糖に変
わり、脂質は10％未満が血糖に変わる」
という記載がありましたが、2004年版で
は変更されています。このように糖質、
脂質、タンパク質のうち糖質だけが血糖
値を上昇させます。従って、糖質を摂取
した時にはインスリンが大量に追加分泌
されます。脂質を摂取しても、インスリ
ンの追加分泌はありません。タンパク質
はごく少量のインスリンを追加分泌させ
ます。

２．食後高血糖と平均血糖変動幅
　現在糖尿病において、食後の急激な高
血糖（グルコーススパイク）が大きな問
題として注目されています。食後高血糖
が、心筋梗塞や脳梗塞などの合併症を起
こす危険因子として確立されたからで
す。また一日における、食前・食後・空
腹時など、血糖値の変動幅（平均血糖変
動幅）が大きいほど、酸化ストレスが増
強し動脈硬化のリスクとなることがわか
ってきました。そして、食後高血糖と平
均血糖変動幅増大を起こすのは、三大栄
養素のなかで糖質だけなのです。従って

４ ．糖質制限食の普及
　米国糖尿病学会が、Diabetes Care 
2013年10月９日オンライン版に成人糖尿
病患者の食事療法に関する声明を発表し
て、全ての糖尿病患者に適した「唯一無
二の食事パターン」は存在しないとの見
解を表明しました。
　これは1969年の食品交換表第２版以降
「カロリー制限食」という「唯一無二の
食事パターン」を推奨し続けている日本
糖尿病学会への痛烈な批判となっていま
す。そして、患者ごとにさまざまな食事
パターン〔地中海食、ベジタリアン食、
糖質制限食、低脂質食、DASH（Dietary 
Approaches to Stop Hypertension）食〕
が受容可能であるとしています。
　つまり米国糖尿病学会は、すでに糖質
制限食を公的に受容しているのです。

５．糖質制限食を実践する時の注意
　糖質制限食によりリアルタイムに血糖
値が改善します。このため、すでに経口

血糖降下剤の内服やインスリン注射をし
ておられる糖尿病の人は、低血糖の心配
がありますので必ず主治医と相談してい
ただきたいと思います。
　血液検査で、活動性の膵炎がある場
合、肝硬変の場合、そして長鎖脂肪酸代
謝異常症は、糖質制限食は適応となりま
せんのでご注意ください。糖質制限食は
相対的に高脂肪食になるので、活動性膵
炎には適応とならないのです。肝硬変で
は、糖新生能力が低下しているため適応
となりません。長鎖脂肪酸代謝異常症で
は、脂肪酸がうまく利用できないので、
適応となりません。

糖質を摂取しなければ食後高血糖は生じ
ず、血糖値はリアルタイムに改善しま
す。
　一方カロリー制限をしても糖質を摂取
すれば必ず食後高血糖を生じます。図１
は28歳女性、２型糖尿病患者の同一カロ
リーでの従来食（糖質60％）と低糖質食
（糖質12％）の日内変動の比較です。

３．糖質制限食の実際
　糖質制限食の基本的な考え方は、上述
のような生理学的事実をベースに、でき
るだけ糖質の摂取を低く抑えて、食後高
血糖を防ぐというものです。
　簡単に言えば、主食を抜いておかずば
かり食べるというイメージになります。
抜く必要がある主食とは米飯・めん類・
パンなどの米・麦製品や芋類など糖質が
主成分のものです。
　３食主食抜きのスーパー糖質制限食
（糖質12％、タンパク質32％、脂質56
％）なら、薬に頼ることなく速やかにリ
アルタイムで良好な血糖コントロールが
可能です。１回の食事の糖質の摂取量を
10～20ｇ以下にします。間食は１回の糖
質量５ｇまでとし、１日２回までです。
糖質制限食で高血糖は改善しますが低血
糖にはなりません。肝臓でアミノ酸など
からブドウ糖を作る（糖新生）からで
す。
　あと、昼だけ少量の主食を食べて、朝
と夕は抜きのスタンダード糖質制限食、
朝と昼は少量の主食を食べて夕は主食抜
きのプチ糖質制限食があります。
　糖尿病の人には、食後高血糖が１日を
通して生じないスーパー糖質制限食がお
勧めです。ダイエット目的ならスーパー
糖質制限食を２週間ぐらい実践して、あ

図１　２型DM　28歳女性　HbA1c6.5％（NGSP）

糖質制限食の有効性と安全性
～糖尿病・動脈硬化・癌・肥満と糖質制限食～

CTコロノグラフィーの現状と将来展望
日　時　６月21日（土）17時～　 会　場　協会会議室

講　師　近畿大学医学部放射線医学講座　松木　充先生

第496回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　近年、日本では大腸がん患者は急増し、いまや胃がんを抜いてがん罹患者
数では第２位、がん死亡者数では第３位であり、女性に限ればがん死亡者数
第１位となった。大腸がんは早期に発見すれば治癒する確率が非常に高く、
早期発見が重要視されている。日本では、大腸がん検診に便潜血反応が行わ
れてきたが、早期がんの診断能は低く、また便潜血陽性患者が大腸内視鏡検
査を受ける精検受診率が低いことが問題視されている。そこで最近、大腸が
んを簡便にかつ低侵襲にスクリーニングする検査法としてCT colonography
（CTC）が注目されている。経肛門的に送気し、大腸を拡張した後にCT撮
影し、そのスライスデータをMPR、virtual colonoscopy（仮想内視鏡）、
virtual gross pathology（展開図）などで３次元表示することによって大腸
がんあるいは前がん状態（径６㎜以上のポリープ）の検出を行う。またスク
リーニング以外に大腸内視鏡が完遂できなかった症例あるいは大腸がん術前
のシミュレーションに活用される。CTCは、特に炭酸ガス送気装置「プロト
CO2L」が承認され、2011年８月に新規技術料として保険適用されて以降、
急速に普及してきている。しかし、解決すべき問題点として、①残便を標識
するためのタギングおよびそれを自動処理するクレンジング、②診断能の向
上、診断時間を短縮化させるためのコンピューター支援診断（Computer-
Aided Detection：CAD）の開発などがある。今回は、CT colonographyの現
状と問題点について解説したい。 【松木　記】

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

京都市・高雄病院理事長　　江部　康二先生講演

表１　食物グループ中の栄養素
ADA：Life With Diabetes, A Series of Teaching Outlines by the 

Michigan Diabetes Research and Training Center, 2004

るていど体重が減少
したら、スタンダー
ドやプチで維持する
というパターンもあ
ります。
　従来の糖尿病食の
ような厳しいカロリ
ー制限をする必要は
ありませんが、糖質
制限食はカロリー無
制限ということでは
ありません。厚生労
働省のいう一般的な
標準摂取カロリーの
範囲、すなわち身体
活動レベルが低い人
は男性は1850～2250
キロカロリー／日、
女性は1450～1700キ
ロカロリー／日くら
いが目安です。
　写真１は約500キ
ロカロリーでそろえ
た、従来の糖尿病食
とスーパー糖質制限
食の比較です。

60
110
160
210
260
310
360

糖尿病食（高糖質）　1400kcal
スーパー糖質制限食　1400kcal

2005.8.24 薬なし

2005.8.26 薬なし

88
64

321

212
178

88

261
222

87 77
100

80

106
82

朝食前血糖mg/dl
朝食後2ｈ血糖 昼食後2ｈ血糖 夕食後2ｈ血糖

昼食前血糖 夕食前血糖 眠前血糖

写真1　通常の糖尿病食と糖質制限食

糖質の割合が食事の
６割を占める

通常の糖尿病食

食物グループ 栄養素 血糖に　　
与える影響

血糖に与える
影響の速度　

でんぷん 炭水化物
タンパク質 大きい 速い

果　物 炭水化物 大きい 速い

牛　乳
（甘くしたもの
など含む）

炭水化物
タンパク質
脂　肪

大きい
速い

（低脂肪牛乳と
全乳はやや遅い）

野　菜 炭水化物
タンパク質 小さい 速い

肉 タンパク質
脂　質 － －

脂　質 脂　質 － －

糖質制限食

糖質の割合が低く、たん
ぱく質、脂質が主体。血
糖値を上げにくい。

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受け
ていただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで


